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令和３年度 亀山市立関中学校 学校経営方針及び行動計画 
 

学校経営方針 

学校教育目標【長期目標】 

 「豊かな心を持ち、進んで行動する生徒の育成」  

 

 ＜めざす学校像＞【中期目標】 

  ○一人ひとりの生徒が生き生きと学び活動する学校      

  ○家庭、地域とともに歩む学校 

  ○教職員が生きがいを持って働ける学校 

 

＜めざす生徒像＞ 

 ○自ら挨拶･掃除･勉強をする生徒  ○お互いの人権を尊重する生徒 

 ○正しく判断し、規律ある生活をする生徒 

 

＜めざす教師像＞ 

  ○授業力の向上に努める教師     ○生徒の思いを大切にする教師   

○保護者や地域との連携を進める教師 

 

重点目標 

１ 生き方教育の推進 

２ 生きてはたらく学力の向上 

３ 生徒の主体的活動による魅力ある学校づくりの推進 

４ 学校運営協議会を中心とした学校教育の推進 

５ 主体的・対話的で深い学びに向けた教職員の研修の充実 

６ 教育環境等整備の推進  

   

 

行動計画  

１ 生き方教育の推進 

 ○人権教育を推進する。 

 ・人権教育推進委員会を開催し、取り組みの進捗状況や生徒情報を確認し具体的な実践を協議する。 

・多様な対象との交流会や人権フォーラムを核とした継続的･系統的な人権教育の推進を図る。 

・保護者・地域への啓発と人権フォーラムへの保護者・地域の参観を企画する。 

 ○生き方を学ぶ教育を推進する。 

 ・全教育活動を通して、系統的な生き方を学ぶ教育を充実させる。 
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 ・進路・性・共生・防災安全等の生き方を学ぶ講演会を実施し、豊かな心の醸成を図る。 

・道徳の授業と連携し、生き方・命の大切さを学ぶ授業の充実を図る。 

 

２ 生きてはたらく学力の向上 

○主体的・対話的な深い学びを創造する。 

・学習課題の提示を工夫し、グループ学習等を活用した主体的・対話的な授業を推進する。 

・「めあて」と「ふりかえり」を位置づけ、書く活動や討議活動を取り入れた授業改善を行う。 

○進路に必要な学力保障の取組を進める。 

 ・将来の進路に必要な学力を自ら考え、その習得のために計画的な学習を取り入れる。 

・朝の読書や学習に集中することで静かな学びの時間を確保し、落ち着いた学習環境を維持する。 

・学力調査の結果を分析し、弱点を補うためのより効果的な授業改善や指導を行う。 

○読書習慣の形成を図る。 

 ・学級活動や教科学習において積極的に図書館を利用し、読書に対する意識を高める。 

・生徒一人当たりの年間読書冊数の目標値を設定し、全学年で読書冊数の増加に取り組む。 

 ○家庭での学習習慣の定着を図る。 

 ・家庭学習の手引きを再確認し、自主学習につながる宿題や課題の出し方を工夫する。  

 

３ 生徒の主体的活動による魅力ある学校づくりの推進 

 ○「仲間づくり」や教育相談体制を充実させる。 

 ・教育相談を充実させ、計画的・継続的な仲間づくりを推進する。 

  ・ＱＵ等の調査をもとに、一人ひとりに居場所のある学級づくりを進める。 

 ・こまり感のある生徒へのきめ細かい対応を行う。（特別な支援、保護者、外部機関との連携） 

○生徒の自治的活動を推進する。 

・生徒自らが学級の課題を見つけ、課題解決に向けて行う活動や日常的自治活動を支援する。 

・学級目標を設定し、その達成をめざした主体的活動を支援する。 

○生徒主体の魅力ある生徒会活動を推進する。 

・ボランティア活動や挨拶運動、学校美化運動など生徒会や委員会が取り組む運動を支援する。 

・体育祭・文化祭など生徒会が中心となり取り組む行事を支援する。 

 ○関中学校として特色のある取り組みを進める。 

・生徒の意見を取り入れた制服検討を進め、文化祭を中心として新制服の紹介を行う。 

・ＮＨＫ合唱コンクールやバザー等、外部や地域行事等への参加を積極的に進める。 

・中庭コンサート等、学校施設を利用した行事や地域と関われる取り組みを企画する。 

・ＳＫＲＡ
さ く ら  

運動の取り組みを支援し、よりよい学校生活をつくり出す活動を進める。  

 

 ＳＫＲＡ
さ く ら  

運動   Ｓ：掃除  Ｋ：聴く  Ｒ：ルール Ａ：挨拶 

  ・生徒会、委員会を中心にして自治活動を大事にしながら活動を推進していく。 
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４ 学校運営協議会を中心とした学校教育の推進 

○学校運営協議会を活性化し、地域や保護者から信頼される学校づくりを進める。 

 ・学校経営について熟議を行い、地域・家庭・学校の協働による教育活動を進める。 

 ・すべての教育活動において「社会に開かれた教育課程」を積極的に進める。 

 ○学校だよりやＨＰにより学校情報の発信に努める。 

 ・学校だよりを定期的に発行し、保護者に確実に届く工夫をする。 

・ＨＰを随時更新し、タイムリーな情報発信に努める。 

○授業や行事の公開と学校改善の取り組みを進める。 

 ・学校行事や授業を地域や家庭に積極的に公開する。 

・寄せられた感想や意見を検討し、学校運営に反映させる。 

○校区の小学校、認定こども園との連携（出前授業、交流）を行う。 

  ・関中学校区２小学校と積極的に授業連携や授業参観を行う。 

 ・保育実習や学校訪問等の活動を通して認定こども園との交流を行う。 

 

５ 主体的・対話的で深い学びに向けた教職員の研修の充実 

○研修体制の充実を図る。 

 ・研修委員会・教科部会を開催し、全教員が授業研究に関わり授業力の向上を図る。 

 ・教育課題に即した研修を行い、必要に応じて指導主事や外部講師の招聘を行う。 

 ○生徒を中心に据えた授業研究を推進する。 

 ・新学習指導要領の実施のための授業改善や学習評価の研修を積極的に行う。 

 ・道徳を中心として主体的・対話的な授業をめざした授業研究を行う。 

 ・関中学校区の小中学校が協力・連携し、教職員の研修を進める。 

 

６ 教育環境等整備の推進 

 ○安心安全な教育環境整備を推進する。 

 ・生徒の清掃活動を充実させ、学校施設の安全な環境整備を行う。 

・大規模地震・大規模台風を想定した危機管理のしくみづくりを進める。 

・登下校の安全管理や感染症対策等に努め、安心安全な学校づくりを進める。 

 ○学校教育活動や校務内容を見直し、教職員の働き方改革を推進する。 

 ・部活動や行事への取組の効果的効率的な指導を検討し、勤務時間の縮減を図る。 

 ・校務分掌を効率化し、会議の効率化や時間の短縮等を行い、無理のない働き方を進める。 

 ・日常的な勤務時間の把握に努め、勤務時間の上限に関するガイドラインを遵守する。 

○意欲が持てる職場環境づくりに努める。 

 ・目指す学校像を共有し、教職員の個性や力量を発揮できる環境をつくる。 

・予防的・組織的な生徒対応に努め、効果的な生徒指導を進める。 

・教職員間の互恵的な関係づくりに努め、達成感ややりがいを高める。 


